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外国為替市場の注文価格の大きな変動の
通貨ペア聞での同期の検出1

京都大学大学陵情報学研究科数理工学専攻 中本武志2う佐藤彰洋

近年の情報技術の発達により、外国為替市場ではコンビューターが自動的に取引を成立さ

せる電子ブ、ローキングが主流となっている。たとえば、代表的なシステムにEBSなどが

ある。それに従い、膨大な取引記録が蓄積されるようになっている。本報告では、この大

量データを用いて取引レートに大きな変動が観測されたときの、通貨ぺア関での変動の同

期について分析を行った。

外国為替市場とは、コンピュータ一端末などを結んだ「ネットワーク全体Jのことを指

す。そのため、 24時間取引が可能であり、地球の自転とともに市場参加者や取引される

通貨ペアの割合が変化する。注文のマッチングは、章子ブローキングシステムによって自

動的に行われ、金融機関が開いていない土日などはほとんど注文は観測されない。

本研究では、 ICAPEBS Data l¥ifine Level 1.0の2008年8月2日7J'ら 2009年7月31日

までの取引データ3を用いて分析を行った。 EBSデータには、発生した日付と時刻(秒)、

属d性(通貨ペアや取引レートなど)が記録されている。秒単位での最も高い買いレートと

最も低い売りレートである市場レート記録と、取引が成立したときの取引レート記録の2

種類が記録されている。今回分析した中に、逓平均42種類のペアが確認できた。建値や約

定の生起は不等間隔であるため、この時系列データはマーク付点過程により表記できる。

今回、通貨ペア間の取引レート変動の同期を検出するために、各通貨のデータが存在す

る日時ごとに取引レートの変化率を定義した。そして、その変化率の大きな箆所を抽出

し観瀕時関内の全通貨ペアについて集約することで取引レートの同期率を定義した。

最小二乗法の定義から、通貨ペア iの100留のサンプル点 (Nニ 100)による変化率
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ここで、おは50番目のサンフル点の時現[J (秒)、 Yi(tiぇ)は各サンプル点ti，kでの通貨ペア

iの買いレートと売りレートとの平均価格、 Tは時刻(分〉、 M はある 1分間に存在した

変化率向(ti，l)の個数をそれぞれ表す。

この五(T)から、顕位統計の観点から 100番目までの大きな変動向(ti，l)が観測された時刻
を表す時系列Xi(T)を作り、時刻T (分〉において変化率が大きかった通貨ペアの割合を

同期率SR(T)として次のように定義する。
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ここで、 P法その週に登場した通貨ペアの個数、 Uは}i(T)のうち大きいものの上位100

を含む集合をそれぞれ表す。密2より、 2008年9月から 2009年3月の問、同期率が平均

して高くなっていることが確認できる。
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図 1:2008/06/02-06のじSDJPYのl分あた歯止 2008/06/02-2009/07/31での取引レー

りの平均変化率 トの大きな変動の同期率

本報告では、通貨ペアの取引レートの変化率を計算して?大きな変動のみを抽出した。

通貨ペア間での取引レートの変動の胃期を調べ、 2008年9月から 2009年3月まで、間期

するペアの割合が高くなっていることを確認した。

今後は非同期で不等間障である多変量時系列データの相関や同期を定義すること、及

び変動の動機の説明的モデルの構築を目指す。
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